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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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聴 覚

触 覚

味 覚

こんがりと⾊づいた⾒事な⻩⾦⾊

幾重にも及ぶパイ⽣地によって透
明度は感じられない

表⾯は⻩⾦⾊からキャラメル⾊ま
で美しいグラデーションである

縦横が7cm×6cm程度で厚みが
3.5cmで⼤⼈の指2本分程度

⼤⼈の男性はかぶりつけるサイズ
だが、⼥性や⼦供にはやや⼤きい

パイ⽣地から⾹る⼤地の恵み、栗
から⾹る秋の贈り物のような匂い

パイ⽣地と栗餡の明るく芳醇な匂
い

栗餡と栗⽢露煮の⽢く上品な匂い

サクッとする⾳としっとりとした
感覚が調和した匂い

パイ⽣地の乾いた感じと栗餡・栗
⽢露煮のやや粘性のある匂い

秋の味覚の季節感ある匂い、しつ
こくなく上品で優しい匂い

この菓⼦は、視覚と嗅覚の両⾯で⾮常に魅⼒的です。まず、視覚的な評価では、こんがりと焼き上がっ
た⾒事な⻩⾦⾊が⽬を引きます。幾重にも重なるパイ⽣地は透明感がなく、しっかりと中⾝を包み込んで
いて重厚感を感じさせます。表⾯は⻩⾦⾊からキャラメル⾊までの美しいグラデーションが広がり、⾒る
者の⾷欲をそそります。サイズは7cm×6cm、厚みが3.5cmで、⼤⼈の指2本分程度の厚さがあります。全
体的に重層的で厚みのある⾒た⽬で、⽴体的で整った形状が上品さを感じさせます。

次に嗅覚の評価です。パイ⽣地からは⼤地の恵みを感じさせる⾹ばしい⾹りが漂います。パイ⽣地と栗
餡の⾹りは、しつこくなく上品で、優しい⽢さが感じられます。サクッとする⾳としっとりとした感覚が
想像できる⾹りは、⾷べる前から期待感を⾼めます。栗餡と栗⽢露煮の⽢く上品な⾹りが絶妙に調和し、
秋の味覚を存分に楽しめる逸品です。

総合的にみて、この菓⼦は視覚と嗅覚の両⾯で⾼い評価を受けるに値します。⾒た⽬の美しさと上品さ、
そして⾹りの豊かさと優雅さが絶妙に組み合わさっており、⾷べる前からその美味しさを強く予感させま
す。特別な⽇のデザートとして、また贈答品としても最適であり、⾷べる⼈に贅沢なひとときを提供する
こと間違いなしです。

重層的で厚みのある⾒た⽬。⽴体
的で整った形に上品さを感じる



ジャパン・フード・セレクション 審査レポート

美味しさ分析レポート2

⾷中感の⾷レポ

【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

微かに酸味がある栗の⾵味

焼き上げたパイ⽣地のほのかな苦
み

栗餡の豊かな旨味とコク

砂糖と栗⽢露煮の優しい⽢さ

⾷塩とマーガリンの控えめな塩味

⼤きな栗は秋の味覚というだけで
なく、⽇本の伝統的な味覚

栗餡と栗⽢露煮の上品な⽢い⾹り
とパイ⽣地の⾹ばしい⾹り

常温で⼝の中に⼊れたときに素材
の肌感が感じられる⼝触り

サクッとしたパイ⽣地と⼤栗と栗
餡のずっしりとした⻭ごたえ
パイ⽣地の乾いた感覚と餡のしっ
とりした⼝触りを兼ね備えている
栗餡のねっとりとした⼼地よい粘
り気を感じる
パイ⽣地のサクサク感と栗⽢露煮
の弾⼒のある⾷感

パイ⽣地の⾹ばしいほろ苦さと栗
餡の上品な⽢さの絶妙なバランス

サクッとした⻭触り、もちっと弾
⼒のある⾷べ⼼地

まず、基本五味のバランスが秀逸です。栗餡の豊かな旨味とコクに、栗⽢露煮の優しい⽢さが絶妙に調
和しています。焼き上げたパイ⽣地のほのかな苦みがアクセントとなり、微かに感じる栗の酸味が全体を
引き締めます。また、⾷塩とマーガリンの控えめな塩味が、全体の味を⼀層引き⽴てています。次に、味
覚の評価として、⼤きな栗は秋の味覚としての魅⼒だけでなく、⽇本の伝統的な味覚を感じさせる深い⾵
味を持っています。この点で、季節感と伝統の融合が⾒事に表現されています。匂いの評価においては、
栗餡と栗⽢露煮の上品な⽢い⾹りが広がり、パイ⽣地の⾹ばしい⾹りと相まって、嗅覚を⼼地よく刺激し
ます。これにより、⼀⼝⾷べる前から期待感を⾼めてくれます。肌感覚としては、常温で⼝に⼊れたとき
に感じる素材の肌感が、⾮常に⼼地よい⼝触りをもたらします。パイ⽣地の乾いた感覚と餡のしっとりし
た⼝触りが絶妙に融合し、⾷べる⼈に満⾜感を与えます。テクスチャーの⾯では、サクッとしたパイ⽣地
とずっしりとした⼤栗と栗餡の⻭ごたえが特徴的です。パイ⽣地のサクサク感と栗⽢露煮の弾⼒のある⾷
感が、⾷べるたびに異なる楽しみを提供してくれます。栗餡のねっとりとした⼼地よい粘り気も、全体の
⾷感に深みを与えています。最後に、⾳の評価です。パイ⽣地をかじるときのサクッとした⻭触りと、そ
の後に続く栗⽢露煮のもちっとした弾⼒が、⼝の中で⼼地よいです。総合的に⾒て、このお菓⼦は味覚、
匂い、肌感覚、テクスチャー、⾳のすべてにおいて⾼い評価を受けるに値し、グランプリに相応しい逸品
であると感じました。
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⾷後感の⾷レポ

【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート

ー 4 ー

五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

栗餡、栗⽢露煮の上品な⽢さとパイ⽣地の⾹ばしさが⾆に余韻
を残し、後味まで楽しめます。

栗⾃体は秋の味覚ですが、加⼯⾷品であることから年間を通し
て提供が可能となっており、⽇本の伝統の味覚を提供してくれ
ます。

⼤きな栗が丸ごと⽢露煮として⼊っており、剥き栗とは異なっ
た味覚で楽しませてくれます。

⼀つで⾷べ応えがあり、腹持ちが良く満⾜できる商品となって
おり、贈答⽤などでも喜ばれると思われます。

五味 評点

酸味 1

苦味 2

うま味 5

⽢味 5

塩味 3

広義の味 評点

まろ味 4

コク味 5

えぐ味 1

奥深い味 4

懐かしい味 4

五感 評点

視覚 5

聴覚 5

触覚 5

味覚 5

嗅覚 4
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

審査員から寄せられたコメントは⼀貫して⾼評価でした。特に、⼤粒の栗が丸ごと⼊ったパイは、その存
在感と⾷感が絶賛されました。栗餡の⽢さが控えめで、最後まで飽きずに⾷べられるとの声が多く、栗と餡
のバランスが絶妙であると評価されています。パイ⽣地のしっとり感とバターの⾵味も好評でしたが、やや
サイズが⼤きいと感じる意⾒や、パイの底が少し固いとの指摘もありました。この商品のユニークさは、栗
を丸ごと使った点と、⽢さ控えめの餡によって栗本来の⾵味を活かしている点にあります。審査員の総評と
して、本商品は栗好きにとってたまらない美味しさで、⾒た⽬のインパクトと⾷べ応えが素晴らしいと感じ
られました。

審査員の評価において、商品パッケージについては賛否両論がありました。シンプルなデザインが親しみ
やすいとの声や、⾼級感があり商品をよく表現しているとの評価がある⼀⽅で、やや開けにくいとの指摘が
ありました。また、パッケージに神⼾のパティシエが⼿作りしていることやトレーサビリティ管理を強調す
ることで、品質の⾼さをアピールできるという意⾒もありました。パッケージが⾒やすく洗練されていると
の声もありますが、縦書きの商品名が読みにくく横書きの⽅が良いとの意⾒もみられました。総じて、パッ
ケージやネーミングに改良の余地があるものの、商品の⾼級感や親しみやすさは評価されており、⼯夫次第
で更に魅⼒を引き出せる可能性があると考えます。

この商品は⼀過性のブームに依存せず、常に⾼品質を保っている点が審査員の中でも幅広い層に⽀持され
ていました。特に⼤粒の栗を丸ごと使⽤していることが強調されると、よりインパクトが増すと考えられま
す。また、安⼼安全を重視し、お⺟さんをターゲットにしたマーケティングが効果的との意⾒もありました。
パッケージデザインも贈答⽤としても適していると考えます。SNSを活⽤したPR活動も好評で、ギフト市場
にも対応できる⽇持ちの良さが強みだと考えます。本商品は、⽇本⼈全体に親しまれる優しい味であり、広
い販売層が期待できます。価格はやや⾼めですが、品質に⾒合った価値があり、限定フレーバーなどの展開
も新規顧客の開拓に寄与するのではないかと考えます。

審査員からは、しっかりとしたマネジメント体制が整っており、安全性と消費期限管理が優れている点が
⾼く評価されました。これにより、⼤⼿流通への展開が容易になり、陳列機会が⻑くなる点が素晴らしいと
いう声もありました。また、広報活動も積極的に⾏われており、⾃社サイトやSNSでの情報発信がしっかり
している点が評価されています。しかし、ホームページには商品の情報が少なく、商品に対するこだわりや
愛情を盛り込み、元はパンから始まったストーリーを含め、商品の歴史や特徴を伝えることで、さらに商品
の魅⼒が伝わるのではとの指摘もありました。全体として、⼀過性のブームに依存せず、ポリシーを持った
商品作りが⾏われていることが審査員から⾼く評価されていました。

「神⼾マロン」というブランド名は神⼾のお菓⼦であることが⾮常に分かりやすく、親近感を感じさせる
点が⾼く評価されています。この商品は、兵庫県で有名な丹波の栗を活⽤し、地域に根差したブランド⼒を
持っています。また、洋菓⼦の本場である神⼾のプライドを感じさせる商品設計と、⼀過性のブームに左右
されないポリシーが素晴らしいとの評価もありました。⾒た⽬のインパクトをさらに活かし、商品情報を増
やすことで覚えてもらいやすくなると考えられます。神⼾ブランドと⼤粒のマロン、ベーカリーでの経験か
らの独⾃製法を強調することで、ブランド浸透を図ることが期待されます。競争の優位性を持つオンリーワ
ン商品として、神⼾を代表する栗菓⼦の存在感をさらに⾼めていくことが重要と考えます。

本商品は安全性と安⼼感において審査員から⾼い評価を受けています。HACCPに基づく衛⽣管理や放射性
物質、農薬に関する検査がしっかりと⾏われており、原材料や製造⼯程についても信頼性が⾼いとされてい
ます。安⼼感のある管理体制が整っており、安全への取り組みや品質管理がしっかりとなされている点が評
価されています。しかし、保存料などの添加物が使⽤されていることに対しては⼀部の審査員から懸念が⽰
されており、⽇持ちをもたせるための措置であると理解されつつも、焼きたて感のある別のラインが望まれ
るとの意⾒もありました。全体として、安⼼安全な商品設定が好ましく、消費者に対して⾼い安全性を提供
していることが伝わっており、これからも真摯な姿勢で安全管理に取り組むことが期待されます。
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客層は多いと思いますか
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買いたくなる
ネーミングですか
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WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉

神⼾マロン
グランプリ

⼥性や⼦供にとって⼀個が⼤きすぎて⾷べきれない

⽢さ控えめでとても⾷べやすく、餡とパイのバランスが良い

⼤粒の栗で、誰もが親しみやすいシンプルな商品になっている

想像を超えるサイズの⼤栗の⾷感が栗を⾷べている実感がある
⼿に持った時の重量感で、⾷べる前から期待が持てる
栗が⾃然な⽢さで、懐かしい味と和洋折衷の新しい味が楽しい

パッケージから独⾃の商品情報が伝わってこない
⼤きいだけに味がやや⼀本調⼦に感じる
⾷べるときにパイ⽣地がボロボロと剥がれ落ちる
パッケージがやや開封しにくい
栗が少し硬いものがある（個体差？）
ホームページで商品情報が少ない

商品名に「神⼾」とつくだけあっておしゃれな感じがする

パイ⽣地のバターの⾵味が良く、ずっしりと⾷べ応えがある

第77回（2024年7⽉）

2.9%

点数分布として、⾦賞相当が17%、グランプリ相当が83％を占
めた結果、総合評価93％で【グランプリ】となりました。グラフ
が⾼得点に寄った理由として、上品な⽢さで⽢すぎず、パイ⽣地
の⾹ばしさも感じることで複雑で豊かな味覚を感じることができ
ることが挙げられると考えます。審査員の多くが95％以上の特典
を付けており、審査委員会では、本商品を⼝に⼊れた審査員の顔
がほころび、うなずいていたりなど商品に対する好印象が伺えま
した。アンケートの結果を⾒ても、ネーミング以外の4項⽬で、
肯定的な意⾒が80％を超えるという極めて⾼い評価を得ておりま
す。しかしながら⾦賞相当が16％ということで、顧客ロイヤリ
ティアップ対策の検討の余地があると考えます。



■ 要因分布

■ 総評

ー 7 ー

ジャパン・フード・セレクション

審査レポート

〒102-0082 東京都千代⽥区⼀番町15-8 壱番館5階
Tel：03-3265-0518 / Fax：03-3265-0519
Mail：info@foodanalyst.jp

94 %

91%

91%

92%

92%

88%

要因分布として、88％から94％の範囲に分布し、全
体的にバランスの良い⼤きな六⾓形となりました。

味や⾹りなど五感からなる商品⾃体の魅⼒を表す「内
部的要因」が94％と最も⾼く、「ブランディング要因」、
「マネジメント・PR要因」がそれぞれ92％、ネーミン
グやパッケージから構成される「外部的要因」、市場・
トレンドから構成される「市場要因」がそれぞれ91％と
6項⽬中、5項⽬が90％超えの⾼い評価を得ております。
⼀⽅で、決して低いわけではありませんが、「素材・

安全性」は88％と他の項⽬に⽐べてやや低調になったの
は、保存料や添加物の使⽤に関して敏感に反応した審査
員が複数名いたためですが、商品の性質上、必要以上に
使⽤されたものではなく、⼤きな問題点とは⾔えないと
考えます。
厳選されたこだわり素材を選定し、製造過程における

衛⽣管理、安全管理を徹底して、トレサビリティーも
しっかりした本商品は、消費者にとって安⼼していただ
ける商品であると考えます。

まずは【グランプリ】獲得おめでとうございます。本商品は、⼤きめの栗を丸ごと⼀つ包んだパイ⽣地
に重厚感があり、⼀つ⾷べただけでも⼤満⾜出来る逸品でした。パッケージの⼯夫から、ネーミング、⼤
粒の栗と⽢さを抑えた餡とパイ⽣地の三位⼀体となったハーモニーを⼤切にされた本商品は、神⼾の和⾵
洋菓⼦の代表作と⾔ってもよいのではないでしょうか。また、安全への取り組みについても全社⼀体と
なって、製造⼯程におけるHACCPに基づく衛⽣管理を⾏ったり、素材に対しても放射性物質に対する安
全への取り組みや農薬検査を⾏い、原材料確保についての徹底したこだわりも、安⼼感があります。
審査会では、「商品名に「神⼾」とつくだけあっておしゃれな感じだと思った。」、「⽢さ控えめで⾷

べやすい」、「⼿に持った時のずっしりとした重量感がすごく、⽢すぎない餡と栗の味が⽣きている」な
ど、ネーミングから味覚まで様々な肯定的意⾒が数多くありました。⼀⽅で、「⼤きすぎて⾷べにくい」、
「味がやや⼀本調⼦」、「神⼾らしさなのかわからない」などの否定的な意⾒もありました。

広報として各種媒体を活⽤され、⼀部の芸能⼈がＸ（旧Twitter）でつぶやくなど、宣伝効果も出ている
ように感じます。各種ＥＣサイトにおける⼝コミや評判もよく、否定的な意⾒はやはり価格に関してのも
のでした。ただ、肯定的な意⾒にあるように商品の価値は⼗分にあると考えますので、消費者に納得して
いただくための情報の提供にもう少し⼒を⼊れてみるのもよいかもしれません。例えば、公式ＨＰ（ホー
ムページ）では商品についての説明が簡潔にまとまっていてシンプルで理解しやすいのですが、商品への
こだわりや安⼼・安全のための⼯夫などについては、厳選された素材の出どころやHACCPに基づく衛⽣
管理・品質管理などを⾏っていることなど、商品に込められている企業努⼒なども伝わると価格への納得
感が増すのではないでしょうか。そのために商品に関してＬＰ（ランディングページ）を作成し、そこで
商品に対する思いやこだわり、製造過程などを紹介することで、消費者の商品への理解がさらに深まるの
ではないかと考えます。また、ＬＰのＵＲＬをＱＲコードにしてパッケージに添付することで、消費者が
容易に情報にたどり着くことができるようになるでしょう。更にＨＰでは、企業理念などを掲載すること
でより顧客の信頼感を獲得することもできますし、神⼾シェルブール様のホスピタリティに共感し、より
商品に対する信頼性も出てくるのではないかと考えます。また、「お知らせ」については、常に最新のも
のや参考になるものを掲載し、古い情報については整理してこそ情報源としての価値があると考えます。
また最近では動画の活⽤も効果的です。
出品商品はそれ⾃体完成度が⾮常に⾼いものであり、これからも商品の持つ可能性の更なる向上を期待

しています。（商品のバリエーションもあるようなので私的にも是⾮試してみたいと思いました。）
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